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自己紹介

co-designをデザインする

専門分野：環境哲学，合意形成学，子どもの哲学

対話的な意思決定の文化を地域に醸成し、
創造的に進化し続ける自然共生社会を
実現すること

目指していること

さまざまな立場の人が集い、共に考え、意思決定
を行う対話と共創の場のデザインに従事

新潟大学 佐渡自然共生科学センター・准教授
コミュニティデザイン室・室長

セーフティ

思考を揺さぶり
引き出す工夫

多彩な声・見方が
語られる場づくり

アイデアを資源に
新たな選択肢を
生み出す

創造的な対話の場を作りアクションを生み出す
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地域社会の共創は多層的に展開する必要がある

集落 地域・流域
バイオリージョン

自治体

• 佐渡市内に300以上ある。
• 農業、地域防災、文化行

事・祭などの基本単位

• 集落の境界を超えて広がる
• 自然再生事業などで重要と

なる単位

• 行政課題に対する取組
み推進や政策デザイン
など、自治体全体に関
わること

• 自治体が核となり、異
なるステークホルダー
をつなぐ



佐渡島自然共生ラボ

さまざまな産業に従事する人びと、企業、自治体、大学など
がつながり、アイデアを重ねながら、サステナビリティをめ
ぐる課題に挑む。

• 荒廃した自然の再生

• 自然資源の好循環の創出

• 放棄された自然の再資源化
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佐渡市、新潟大学、株式会社NTTデータの声がけで2022
年11月22日に開設されたリビングラボ

自然と共生する未来を探し、豊かな暮らしを創り出す



地域社会の共創では
総合知が自然と生かされている

• 地域の課題を語り合う対話から
生まれた子どもの居場所づくり

• 集落住民の有志が核となり運営

事例：子ども未来舎りぜむ

日本財団の助成を受けて
2023年1月にオープン

保育士
元幼稚園
園長 元養護教員

子どもたちが幸せを感じ
られる集落をつくろう！

保護者シルバー世代

竹のアスレ
チックを作
ろう！

自転車を
使った発電
機作ろう！

地域おこし
協力隊

活動の新た
な展開に応
じて、地域
のスペシャ
リストに声
をかける



地域社会の共創の現場からの問い
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1. 知のヒエラルキーをいかに解消するか？

異なる
分野

定量
定性

学・民
ロゴス
ピュシス

2. いかに未来を語れるようになるのか？



里山農業の持続的発展はいかに可能か？
集約化・効率化が困難な農業を支えるための技術とは？
生物多様性の島ならではのアグリイノベーションとは？

✓ 徹底した地域対話の展開
✓ 地域ニーズからのソリューション探索
✓ デザイン思考的アプローチの展開

里山未来会議
バックキャスティングで地域の未来を描き、
実現に向けたソリューションを探る

里山農業の未来デザイン

文部科学省「科学技術イノベーションによる地域社会課題解決
（DESIGN-i）」助成事業
新潟大学・佐渡市「生物多様性と農業技術革新が共存するエコ
ロジカル・コミュニティの実装に向けて：里山創生「佐渡モデ
ル」の構築」（2019〜2020年度）

過疎化・高齢化により
未来を考えること
ビジョンを描くことが
極めて困難な状況



地域資源の発信
交流の促進

中高生里山農業
ワークショップ

省力型
エコロジカル
農法



地域社会の共創の現場からの問い
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1. 知のヒエラルキーをいかに解消するか？

異なる
分野

定量
定性

学・民
ロゴス
ピュシス

2. いかに未来を語れるようになるのか？

3. ひとりひとりのウェルビーイングを実現する・・・
多様なウェルビーイングとどう向き合うのか？



里山未来会議での対話から
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いろんなところに田んぼがあるから、
水の管理だけでも時間と手間がかかって大変！

今は水の管理を自動でできるしくみが開発され
ています。田まわりの手間が減らせますよ。

田んぼは毎日見に行かないとだめなんだよ。
子育てと同じだよ。放っておいちゃダメ。

• この農業者にとってのウェルビーイ
ングとはなんなのか？

• ウェルビーイングを自覚することは
案外難しい

対話からの気づき

• 他者との対話を通してそれぞれが大切
にしていることを引き出せないか？

• ウェルビーイングを追求する力を培う
ことこそがエンパワメントに不可欠な
のではないか？



地域社会における共創と総合知
まとめ
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異なる知の間の
ヒエラルキーに
敏感であること

ウェルビーイングの
多様性と不確かさを

認識すること

地域社会の変革へと
つながる総合知の醸成

総合知が生かされる探究の基盤

他者理解→創造性
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